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第94回全国高校野球選手権神

奈川大会の組み合わせ抽選会が6

月9日に行われた。藤沢清流高校

の初戦は、大会2日目（7月11日）

の第1試合、俣野公園・横浜薬科

大スタジアム、横浜清陵総合高

校との対戦が決まった。

東海大相模高校ブロック

藤沢清流高校の入ったブロッ

クのシード校は、第一シードの

東海大相模高校と第三シードの

平塚学園高校となった。また、

第二シードの湘南学院高校と第

三シードの慶応義塾高校がいる

激戦区ブロックとなっている。

シード校以外にも、向上高校、

湘南工科大付高校、藤嶺藤沢高

校など強豪私立校のほか、横須

賀総合高校、茅ケ崎北陵高校な

ど強豪公立校もいる。

参加校は190校

第94回全国高校野球選手権神

奈川大会参加校は、昨年より4校

多い190校となった。昨年野球部

が創部された相模向陽館と星槎

国際湘南、相模大野・相模原中

等が今大会から初参加となる。

選手宣誓は茅ケ崎西浜

今大会の選手宣誓は、茅ケ崎

西浜高校の柳田主将が行う。ま

た、開幕カードは、向上高校対

横須賀総合高校の組み合わせと

なった。両校とも春県大会で3回

戦まで進出し、実力は伯仲して

おり、接戦が期待される。

今大会の展望

今大会は4季連続甲子園出場を

目指す横浜や、春の県大会で優

勝し、勢いに乗る横浜隼人に注

目が集まる。一方、春の県大会

ベスト4の東海大相模と桐蔭学園、

昨夏準優勝の桐光学園など、全

国屈指の強豪も上位をうかがい、

混戦は必至。優勝まで少なくと

も7連勝が必要な神奈川の夏は、

投手力が勝負のカギを握りそう

である。（読売新聞より抜粋）

決勝戦は29日

今大会の決勝戦は7月29日（日）

午後1時より、横浜スタジアムで

行われる予定。190校の熱戦が7

月8日から繰り広げられることと

なる。


